
計画の体系
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美浜町
第４次老人保健福祉計画
第３期介護保険事業計画
　　　　を策定しました

美浜町
第４次老人保健福祉計画
第３期介護保険事業計画
　　　　を策定しました

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
が
占
め
る
高

齢
化
率
が
27
％
を
超
え
、
高
齢
化
が
一
層

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
介
護
や

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
数
も
増
え
続
け

て
お
り
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が

高
齢
期
に
入
る
平
成
26
年
に
は
、
本
町
の

高
齢
化
率
は
32
％
を
超
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
新
た
な
高
齢
者
施
策
を
講
じ
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
お
い
て
も
、
軽
度
の
要

介
護
認
定
者
の
増
加
や
要
介
護
度
の
重
度

化
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
用
の

大
幅
な
上
昇
な
ど
、
様
々
な
問
題
や
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
国
で
は
、

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
て
4
年
が
経

過
し
た
平
成
17
年
度
に
、
こ
れ
ま
で
に
出

て
き
た
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ

ム
へ
の
転
換
、
施
設
給
付
の
見
直
し
等
制

度
が
全
面
的
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
心
で
、
住
民
ど
う
し
で

　
　
　
　

と
も
に
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

① 健康づくりの推進
　（健康教育、健康相談、健診、がん検診、訪問指導等）
② 認定者数の伸びを抑える介護予防の推進
　 地域支援事業（介護予防事業、包括的支援事業等）
③ 認知症予防及び早期発見の推進
④ 活動的な85歳づくり（地域コミュニティの再構築、
　 ボランティア活動、世代間交流、福祉教育、知識・
　 経験の伝承、生涯学習、介護予防サークル活動等）

① 地域の安全・安心の確保
② 地域包括支援センターの整備・充実
③ 地域包括ケア体制の構築
④ 誰にでもやさしい生活環境づくり

① 新予防給付サービスによる要介護状態の重度化
　（要介護１以上）の防止
② 地域密着型サービスの推進
③ 介護給付サービスの充実（サービス基盤の整備等）
④ 重度認定者の悪化防止
⑤ 権利擁護への取組み
⑥ 介護保険事業の適正な運営
⑦ 高齢者福祉の充実
⑧ 家族介護者への支援

介護保険サービス・
福祉サービスの充実

　　

町
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
現
状
を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
「
美
浜
町
第
四
次
総
合

振
興
計
画
」
の
中
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
の
中
で
そ
の
人
ら
し
く
自
立
し
て
生

き
る
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
い
う
目
標
に

基
づ
き
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
、
生
活
環
境
の
整
備
等
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
「
第
４
次
老
人
保
健
福
祉
計

画
・
第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

山口町長に答申書を手渡す
野村武夫策定委員会委員長
（京都ノートルダム女子大学教授）

【基本方針】
【基本理念】

【基本施策】

　

町
で
は
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
事
業
計

画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
に
は
、

高
齢
者
の
意
識
や
地
域
の
実
情
を
反
映
し

て
い
く
た
め
、
学
識
経
験
者
や
保
健･

福
祉

･

医
療
等
の
関
係
機
関
の
ほ
か
に
町
民
か
ら

も
委
員
を
募
り
、
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
高
齢
化
率
が
高
ま
る
10

年
後
の
平
成
26
年
の
目
標
を
定
め
た
上

で
、
直
近
の
平
成
18
年
か
ら
20
年
ま
で
の

3
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
右
表
の
基
本
理
念
の
も

と
、
3
つ
の
基
本
方
針
を
柱
と
し
な
が
ら

計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
施
策
が
円

滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
分
野
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
や

関
係
事
業
者
・
団
体
と
の
連
携
・
調
整
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

活
動
的
に
暮
ら
す
こ
と
を
地
域
全
体
で
支

援
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

安心して暮らせる
環境づくり

前向きに生きるため
の介護予防の推進

計
画
策
定
の
背
景

計
画
策
定
に
あ
た
り

計
画
推
進
の
た
め
に



美
浜
１
号
機

美浜発電所の状況
美
浜
２
号
機

美
浜
３
号
機
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再
発
防
止
対
策
確
認
結
果

　今回の報告では、3月16日から4月14日までの
美浜発電所の状況等についてお知らせします。

第
23
回
定
期
検
査
中

（
平
成
18
年
３
月
３
日
〜
）

事
故
に
よ
り
停
止
中

（
第
21
回
定
期
検
査
中
）

（
平
成
16
年
８
月
14
日
〜
）

立
入
調
査

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
17
年
3
月
29
日
〜
）

　

町
と
県
で
は
、
関
西
電
力
㈱
の
美
浜

発
電
所
３
号
機
事
故
再
発
防
止
対
策
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
も

立
入
調
査
や
報
告
な
ど
に
よ
り
、
労
働

安
全
活
動
の
充
実
や
２
次
系
配
管
肉
厚

管
理
の
強
化
な
ど
、
そ
の
効
果
や
成
果

を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
は
、
そ
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
、
現
場
で
の
具
体
的
な
実
態
を

確
認
す
る
た
め
、
美
浜
発
電
所
へ
の
立

入
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
業
務
実
施
状
況

に
つ
い
て
の
担
当
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
現
場
状
況
の
確
認
、
更
に
は
発
電

所
長
を
始
め
と
す
る
管
理
者
層
へ
の
聞

き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
と
県
で
は
、
今
後
、
事
業
本
部
で

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
も
確
認
を
行
い
、

今
回
の
発
電
所
へ
の
調
査
と
あ
わ
せ
て

評
価
・
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

関
西
電
力
㈱
と
三
菱
重
工
業
㈱
が
昨

年
３
月
に
ま
と
め
た
３
号
機
事
故
再
発

防
止
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
関

西
電
力
㈱
で
は
２
月
15
日
に
「
再
発
防

止
対
策
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

※

を
回
し
な
が

ら
継
続
的
改
善
が
自
律
的
に
進
む
程
度

の
段
階
に
至
っ
た
」
と
す
る
内
容
の
報

告
書
を
、
ま
た
三
菱
重
工
業
㈱
に
あ
っ

て
は
、
３
月
７
日
に
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
が
回
り
始
め
た
」
と
す
る
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
、
両
社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

国
や
町
等
に
対
し
て
提
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
国
で
は
、
両
社
が
取
組
ん
で

き
た
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
組
織

全
体
に
浸
透
し
定
着
し
て
い
る
か
を
、

４
回
の
特
別
な
保
安
検
査
や
(独)
原
子
力

安
全
基
盤
機
構
が
実
施
す
る
特
に
厳
格

な
安
全
管
理
審
査
、
更
に
は
立
入
調
査

や
社
長
を
始
め
と
す
る
経
営
者
層
へ
の

聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
よ
り
確
認
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
で
は
、
去
る
３
月
28
日
、
こ
れ
ま

で
の
確
認
結
果
を
３
号
機
事
故
調
査
委

員
会
に
報
告
し
、
審
議
を
経
た
う
え
で

「
事
故
再
発
防
止
実
施
状
況
に
か
か
る

総
合
評
価
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
こ
の
評
価
結
果
に
つ
い

て
、
去
る
３
月
29
日
、
町
議
会
全
員
協

議
会
に
保
安
院
か
ら
青
山
審
議
官
を
招

請
し
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

【
関
西
電
力
㈱
に
対
す
る
評
価
】

　

再
発
防
止
対
策
が
、
経
営
層
の
実
質

的
な
意
識
改
革
や
改
善
努
力
の
下
に
、

計
画
ど
お
り
に
実
行
さ
れ
、
的
確
な
評

価
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま

え
て
更
な
る
改
善
に
結
び
付
け
て
い
く

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の

活
動
が
自
律
的
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

【
三
菱
重
工
業
㈱
に
対
す
る
評
価
】

　

再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
社
長
の

指
揮
の
下
、
具
体
的
な
実
施
項
目
に
関

し
て
計
画
を
策
定
し
、実
施
し
、評
価
し
、

更
に
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
改
善
に
結

び
付
け
て
い
く
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

ま
た
、
４
月
10
日
に
は
、
原
子
力
環

境
安
全
監
視
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
場
で
も
、
保
安
院
の
前
田
地
域
原
子

力
安
全
統
括
管
理
官
を
招
い
て
、
こ

の
評
価
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

な
お
、
両
社
の
取
組
み
に
対
す
る
国

の
評
価
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※

P
D
C
A

　

計
画(
P
L
A
N)　

･

実
行(

D
O)

　

評
価(
C
H
E
C
K)･

改
善(

A
C
T)

　

を
順
に
実
施
し
、
最
後
の
改
善
を
次

　

の
計
画
に
結
び
付
け
て
い
く
一
連
の

　

活
動

町議会全員協議会で説明する
保安院　青山審議官



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

集落名 区　長　名
早　瀬 上　圓　尚　幸

笹　田 知　場　富　雄

日　向 宮　下　紀　興

気　山 田　邉　秀　雄

大　薮 三　井　定　三

金　山 中　村　春　彦

久　保 松　田　茂　嗣

郷　市 杉　浦　鷹　夫

松　原 和多田　保　雄

久々子 大　谷　正　由

矢　筈 五十里　秀　人

河原市 加　藤　義　一

南　市 仲　嶌　正　一

和　田 綿　田　正　雄

木　野 大　同　　　保

佐　柿 中　村　　　武

麻　生 窪　　　清　行

中　寺 長谷川　忠　雄

宮　代 堀　田　良　三

小三ヶ 安　井　増　治

新　庄 髙　木　与里道

野　口 馬　野　敏　三

佐　野 四ッ谷　治　一

上　野 原　田　茂　樹

興道寺 西　野　利　男

雲　谷 秋　山　幸　男

小　倉 石　嶋　　　忠

栄 吉　田　国　春

坂　尻 森　川　政　和

山　上 田　辺　　　久

太　田 山　口　邦　明

佐　田 石　川　利　雄

北　田 鳥　井　誠　司

菅　浜 若　野　繁　晴

竹　波 畑　中　　　豊

丹　生 幸　丈　喜代一

けやき台 井　岡　文　夫
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  平成18年度 
美浜町区長名簿

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

町
総
合
体
育
館
で
は
、（
財
）
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険（
傷

害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
共
済
見
舞
金
）

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、文
化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
、
指
導
活
動
を
行
う
５
人
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

（
社
会
教
育
関
係
団
体
）
を
対
象
と
し
て

い
る
保
険
で
す
。
活
動
中
の
万
一
の
事

故
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

町
総
合
体
育
館
（
担
当
・
志
賀
）

☎
32
‐
３
２
０
０

　各区の代表として、区民の皆
さんのお世話や町役場とのパイ
プ役を努めていただく平成18年
度の区長さんは次の方々です。
　　　                  （敬称略）

　町役場の電話番号は、代表番号（☎32－1111）
のほかに各課(局)・室への直通番号があります。
　ご用件の担当部署がお分かりの場合は、電話交換
等でお待ちいただく必要のない直通番号のご利用を
お願いします。

部署名 直通番号 部署名 直通番号
総　務　課 32‐6700 土木開発課 32‐6707

企　画　課 32‐6701 建築管理課 32‐6708

税　務　課 32‐6702 教育委員会事務局 32‐6709

住民生活課 32‐6703 出　納　室 32‐6710

福祉保険課 32‐6704 議会事務局 32‐6711

商工観光課 32‐6705 水　道　課 32‐1341

農林水産課 32‐6706 はあとぴあ 32‐3111

【町役場直通電話番号】

町役場へのお電話は、担当部署への
　　　　　直通番号をご利用ください
町役場へのお電話は、担当部署への
　　　　　直通番号をご利用ください

【各団体直通電話番号】
社会福祉協議会 32‐1164 シルバー人材センター 32‐5144

土地改良事務所 32‐5993 二州森林組合美浜支所 32‐5991
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５月
収　　　集 エコクル美方への持ち込み

可燃ごみ 生ごみ 不燃ごみ
資源ごみ 可燃ごみ 生ごみ 不燃ごみ

資源ごみ
 １ 日(月) 通常どおり 8:30～16:00
 ２ 日(火) 通常どおり 8:30～16:00
 ３ 日(水)憲法記念日 通常どおり 8:30～16:00 ×
 ４ 日(木)国民の休日 通常どおり 8:30～16:00 ×
 ５ 日(金)こどもの日 × × × × × ×
 ６ 日(土) × × × × × ×
 ７ 日(日) × × × × × ×

月 火 水 木 　金

午前
【診療時間】

8:30～11:30

北島医師〈外科〉
または

樋下医師〈外科〉

平田医師
〈小児科〉 休　診

白崎医師
〈外科〉

北野医師※
〈脳神経外科〉

公立丹南病院より 丹生診療所より 公立丹南病院より 市立敦賀病院より

午後
【診療時間】

2:00～5:00

休　診 休　診

西尾医師
〈内科〉

平田医師
〈小児科〉

飯田医師〈外科〉
または

市橋医師〈外科〉

レイクヒルズ
美方病院より 丹生診療所より 市立敦賀病院より

※金曜日の午前の診療時間は、午前9時～正午までです。

※お問い合わせ先　町住民生活課（担当・片山）☎32‐6703 ／ エコクル美方☎45‐2300

平成18年4月1日現在

×…収集・エコクル美方への持ち込み受付を行いません

連
休
中
の
ご
み
収
集
・
受
入

東
部
診
療
所 

診
療
日
程

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
診
療
所　
　

☎
37
‐
２
９
１
１

町
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
制
度

　

公
共
下
水
道
事
業
に
伴
う
排
水
設
備

の
設
置
は
、
供
用
開
始
か
ら
遅
滞
な
く

設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
町
で
は
、
各
家
庭
の
水
洗
化
を
促

進
す
る
た
め
、
必
要
な
工
事
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
及
び
そ
の
借
入
に
係
る
利

子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
制
度
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

町
税
等
に
滞
納
の
な
い
方

美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン

開
催
に
伴
う
交
通
規
制

　

5
月
14
日
に
開
催
す
る
第
18
回 

美
浜

･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
に
伴
い
、
当
日

は
コ
ー
ス
全
域
を
交
通
規
制
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
通
規
制
区
間

　

丹
生
マ
ラ
ソ
ン
会
場
か
ら
佐
田
交
差
点

●
取
り
扱
い
開
始
日　

4
月
1
日
か
ら

●
取
扱
金
融
機
関

・
福
井
銀
行　

美
浜
支
店

・
敦
賀
信
用
金
庫　

美
浜
支
店

・
福
邦
銀
行　

美
浜
支
店

・
若
狭
美
浜
町
農
業
協
同
組
合　

本
店

●
融
資
の
あ
っ
せ
ん
の
金
額
及
び
条
件

・
融
資
限
度
額　

１
５
０
万
円

・
返
済
期
間　

   

5
年
以
内

・
利
率　
　
　
　

３
・
０
％

・
利
子
補
給　
　

１
・
５
％

・
償
還
方
法　
　

元
利
均
等
償
還
方
式

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
水
道
課
（
担
当
・
瀬
戸
）

☎
32-
１
３
４
１

●
交
通
規
制
日
時

　

5
月
14
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

(

町
総
合
体
育
館
内　

担
当
・
志
賀)  

☎
32-

３
２
０
０

【
交
通
規
制
区
間
】

東美浜駅

美浜駅
国道27号

マラソン会場(丹生)

佐田交差点

竹波

菅浜

梅街道

県
道
竹
波･

立
石･

縄
間
線

県
道
佐
田･

竹
波･

敦
賀
線



－ 10 －

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

（
ま
た
は
、
父
親
が
重
度
の
障
が
い
に
あ

る
）
家
庭
で
、
18
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
児
童
（
児
童
が
中
度

以
上
の
障
が
い
に
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
（
ま
た
は
母

に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
）

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

国
民
年
金
、
恩
給
等
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合
、
基
準
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
は
、

20
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
母
子
家
庭（
も

し
く
は
、
父
親
が
重
度
の
障
が
い
に
あ

る
家
庭
の
母
と
20
歳
未
満
の
児
童
）、
20

歳
未
満
の
児
童
が
い
る
父
子
家
庭
（
も

し
く
は
、
母
親
が
重
度
の
障
が
い
に
あ

る
家
庭
の
父
と
20
歳
未
満
の
児
童
）
の

医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
た
だ
し
、
基
準
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
に
は
、
必
要
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
保
険
課
（
担
当
・
宇
都
宮
）

☎
32
‐
６
７
０
４

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳
未
満

で
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母
も

し
く
は
、
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
た

だ
し
、
障
が
い
を
事
由
に
年
金
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
児
童
や
、
児
童
入
所

施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）。

　

障
が
い
の
程
度
は
お
お
む
ね
、
身
体

障
害
者
手
帳
で
３
級
以
上
、
療
育
手
帳

で
Ａ
以
上
の
障
が
い
が
該
当
と
な
り
ま

す
（
４
級
の
一
部
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
の
一

部
で
も
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

た
だ
し
、
基
準
額
以
上
の
所
得
が
あ
る

場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

手
当
が
支
給
さ
れ
る
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
に
は
必
要
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
保
険
課
（
担
当
・
宇
都
宮
）

☎
32
‐
６
７
０
４

固
定
資
産
税
（
1
期
）

軽
自
動
車
税
（
全
期
）

　
 

の
納
付
期
限
は

５
月
31
日
（
水
）
で
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　
　

担
当
・
固
定
資
産
税　

芝
井

　
　
　
　
　

軽
自
動
車
税　

伊
藤

☎
32
‐
６
７
０
２

納
期
限
ま
で
に

　
　

納
め
ま
し
ょ
う
！

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

宝くじは豊かさ築くチカラ持ち
　平成17年度一般コミュニティ助成事業の一環とし
て、松原区と弥美神社 王の舞･獅子舞保存会にそれぞ
れ祭具（獅子頭など）が整備されました。
　これは財団法人自治総合センターが宝くじの収益
の一部を財源として、宝くじの普及広報事業を目的
として各種のコミュニティ活動を対象に助成するも
のです。
※お問い合わせ先　
　　　　　町企画課（担当・田村）☎32‐6701

（▼松原区）
　装束一式

（▲弥美神社
　王の舞･獅子舞保存会）
　　　　　　獅子頭一式

　

手
当
が
支
給
さ
れ
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
に
は
、
必
要
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
保
険
課
（
担
当
・
宇
都
宮
）

☎
32
‐
６
７
０
４

エコクル美方で作られた堆肥
「大地のみかたモーちゃん有機」   
                     が優秀賞を受賞！
　3月22日に開催された福井県堆肥生産利
用推進協議会の品評会で、エコクル美方製
造の堆肥「大地のみかたモーちゃん有機」
が優秀賞を受賞しました。土壌改良に効果
のある「モーちゃん有機」をご活用くださ
い。
　※お問い合わせ先　エコクル美方　☎45‐2300


